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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc367980991][bookmark: _Toc26892604]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報を掲載しています。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は任意です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、またはグループ化に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も任意です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織が他の指標に該当する場合、モジュール内の他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため、同じ属性を持つグループを形成するために使用されます。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は、評価の中核部分を形成するものであり、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替となる実務を表しており、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動等を説明することができます。


指標項目の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを熟読のうえ、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告が可能な項目の事例など、サブ指標を正確に解釈するうえでの指針となるものです。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する場合やその指標がそれ以降の指標に影響を及ぼすかどうかについて説明しています。ロジックボックスがない場合は、指標は必ず適用されますが、他の指標に影響を及ぼすことはありません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価方法の概要を記載しています。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される個々の用語の定義を説明しています。
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[bookmark: _Toc367980992][bookmark: _Toc26892605][bookmark: _Toc360179415]モジュールの経路

OO SAM 01：パッシブ戦略、アクティブ戦略のESGの取り込み戦略による内訳
SAM 04任命プロセス
SAM 03: マネージャー選択におけるエンゲージメントと議決権行使の実践の評価
SAM 05: モニタリングのプロセス
任命プロセスにESG問題が考慮されている場合
SAM 06: 積極的な保有に関するモニタリング
SAM 08：組織の資産運用に優良なRIの実践を保証する
モニタリングプロセスにESG問題が考慮されている場合
指名プロセスにESG問題が考慮されている場合
外部運用会社が
（委任状により）議決権を
行使する
外部運用会社が
（委任状により）議決権を
行使する
SAM 07: （委任状による）議決権行使およびエンゲージメントを行った企業の割合
SAM 09: 選定、任名、モニタリングプロセスにおけるESG問題の事例
SAM 終了: モジュールの確認ページ
外部運用会社が
（委任状により）議決権を
行使する
上場株式/債券
SAM 02:選定プロセス
SAM 01： ESGの取り込み戦略

[bookmark: _Toc26892606]序文
本モジュールは、一部またはすべての投資業務を外部の投資運用会社に委託している投資家を対象としています。年金基金、保険会社、ソブリンウェルスファンド（政府系ファンド）、各種財団法人および各種基金では、自己運用で投資を行っている場合もあるものの、多くの場合、委託運用で投資を行っています。投資運用会社も投資業務の一部を外部に委託している（例えば、マルチマネジャーまたはファンド・オブ・ファンド形式）場合がありますが、そうした資産についても本モジュールで報告してください。 
上場株式を外部で運用していてもエンゲージメントや議決権行使は組織内で行う投資家、あるいは、組織に代わって行う議決権の行使やエンゲージメントの実施について専門サービスプロバイダーに指示している投資家は、これらの積極的な保有活動を「上場株式の積極的な保有（LEA）」モジュール内で報告してください。このモジュールに含まれるエンゲージメントおよび（委任状による）議決権行使に関する指標は、外部の運用会社がこれらの業務を遂行していると回答する場合(SAM 05)にのみオンラインツール上に表示されます。
外部運用会社の選定、指名およびモニタリングにおいてサポートを行う資産コンサルタント（およびフィデューシャリー・マネジャー、またはそのいずれか）を起用する投資家も、自身または資産コンサルタントの責任投資活動をこのモジュールで報告することができます。 
指標および報告オプションの中には、資産クラス別に分かれているものがあります（例えば、指標SAM 06では、上場株式、債券SSA、社債(金融)、社債(非金融)および証券化債券のそれぞれについて回答を求めています)。上記のそれぞれについて、資産クラス毎に回答を選ぶことができるだけでなく、自由回答形式の指標で資産クラス間における実施状況等に具体的な違いがあれば、それらについても説明することができるようになっています。  
このモジュールへの報告を支援するために、PRIはコンサルタントおよびフィデューシャリー・マネージャーから情報を収集するのに有益なツールを開発しました。 リンク
*注記 1: また、リテールバンクやファンドオブファンズの投資家は委託運用投資家として分類される場合もありますが、これらの特性は、本モジュールの対象となる組織とはいくつかの領域で異なっています。将来的には、こうした投資家を対象とする新しいモジュールを開発することもPRIでは考えています。それまでは、リテールバンクやファンドオブファンズの投資家の方々については、本モジュールを使用して報告いただくとともに、自由回答形式の指標を利用して責任投資をどのように実施しているかを説明いただくようお願いします。 
*注記 2: 包括的金融。包括的金融（IFI）を委託運用している投資家には別のモジュールを用意しています。包括的金融投資原則（PIIF)の署名者は、本モジュールに回答していただくことになりますが、包括的金融資産を保有するその他の投資家については、任意での回答となります。


改正の概要

SAMモジュールは、2016年度報告サイクル以降に、再作成を行っています。署名機関は2017年度の報告サイクルで新しいバージョンで報告しました。　署名者による継続的なフィードバックを基に2019年のバージョンでは多少の変更を行っています。　このモジュールでは、昨年より大きな変更がなかった指標については事前入力を利用することができます。
変更されたモジュールでは、以下の項目のより正確な把握を目指し、これまで以上に的を絞った指標となっています:　
· 資産所有者（AO）の動き、これには、ESGに関連して留意すべき事項の認識から、運用会社およびマンデートを通じた影響力の行使、さらには、投資戦略にESG特性を組み入れるといった行動に至る様々な動きを含みます; 
· 投資戦略へのESG特性の組み入れ
· AOと運用会社（IM）間の定性的な会話への依存から、AO-IM間の協働的活動によるESG課題への定量化されたポジティブ影響へのシフト; 
· ポートフォリオ・レベルでのESGのポジションとESGがもたらす影響（リターンおよびリスクなど）の間の相互関係性の明確化； 
· 資産コンサルタントの役割についての理解の一層の深化およびESGの文脈におけるコンサルタント選定実務に関するデータ捕捉;
· AOがどのようにしてESG組み入れに報いているか、実務の改善に向けどのように働き掛けを行っているかに関する署名者教育
	2020指標
	改正の概要

	SAM 04.1
	SAM 04.1とSAM 04.2との間のロジックを変更しました。

	
	


モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。



	セクション

	[bookmark: _Toc466882231][bookmark: _Toc26892607]上場株式(LE)および債券（FI） 



	[image: Macintosh HD:Work:PRI:PRI Chevrons for Word:PRI_Chevron_Orange.png]
	[bookmark: _Toc26892608]概要 
	
	



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 01
	必須 
	説明
	PRI 1



	SAM 01
	指標

	SAM 01.1
	以下のESG組み入れ戦略のうち、外部運用会社が組織に代わって上場株式および・もしくは債券資産について導入・実施するよう義務付けているものを明示してください。

	
	
	すべての
資産
	上場株式
	債券 - SSA
	債券 - 
社債
（金融）
	債券 - 
社債
（非金融）
	債券 – 
証券化

	
	アクティブ投資戦略

	
	スクリーニング
	
	
	
	
	
	

	
	テーマ 
	
	
	
	
	
	

	
	統合（インテグレーション） 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれも行っていない
	
	
	
	
	
	

	
	パッシブ投資戦略

	
	スクリーニング
	
	
	
	
	
	

	
	テーマ 
	
	
	
	
	
	

	
	統合（インテグレーション）
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれも行っていない
	
	
	
	
	
	

	
	

	SAM 0１.2
	補足情報
[任意]

	
	



	SAM 0１
	説明

	SAM 01.1
	ESG固有のファンドや商品だけでなく、上場株式および/または債券資産のすべてについて、外部運用会社に義務付けている戦略を報告してください。
上場株式や債券に関しては、署名者が、個々の投資戦略の特性を考慮して、ESG問題に取り組まないことを選択する場合があります。
さらに、アクティブおよびパッシブ戦略では、ESGの組み入れを1つ以上の戦略で行っている場合があります。これらについては定義セクションに明確な説明を行っています。
ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』における分析リポートをご覧ください。

	ロジック

	SAM 01
	[OO SAM 01.1]への回答により[SAM 01.1]の内のどの部分が適用されるかが決まります；指標SAM 01.1はアクティブおよびパッシブ投資戦略のセクションから構成されます。
例えば、[OO SAM 01.1]への回答で上場株式にはパッシブ投資戦略を報告する場合には、[SAM 01.1]では上場株式のパッシブ投資戦略に関係する部分のみが表示されます。




	SAM 0１
	定義

	ESGの組み入れ

	投資分析および意思決定プロセスへのESG問題の組み入れは、PRIの原則1で取り扱われています。本報告フレームワークの全体にわたって、ESGの組み入れとは、投資の意思決定プロセスにおけるESG情報の精査・検討および利用を意味します。 
本報告フレームワークでは、ESG組み入れを可能にする4つの方法に触れています。
1. スクリーニング
2. サステナビリティをテーマとする投資（また、環境および社会をテーマとする投資とも呼ばれています）
3. 統合（インテグレーション）
4. 上記の組み合わせ
エンゲージメントのアプローチのみが対象となり、上記のいずれの戦略も行われない資産は、ESG組み入れには含めないでください。
責任投資業界における標準化およびコミュニケーションの改善を目指し、PRIでは、その定義をGlobal Sustainable Investment Allianceの定義と一致させています。これらの定義を便宜上以下に示します。

	投資のスクリーニング
	本報告フレームワークにおける三種類のスクリーニングは次のように定義されています:
a. ネガティブ/排他的スクリーニング: 個々のESG基準に基づき、一定のセクター、企業または実務慣行をファンドまたはポートフォリオから除外すること。
b. ポジティブ/ベストインクラス・スクリーニング: 同業他社と比較して、ポジティブ/優れたESGパフォーマンスを有するとして選び出したセクター、企業またはプロジェクトへ投資すること。
c. 国際規範に基づくスクリーニング: 国際的な規範に基づく実務慣行の最低基準に照らして投資のスクリーニングを行うこと。国際規範に基づくスクリーニングでは、以下のいずれかを含んでいます: 
1. 責任投資/ESG問題に関連する国際規範に照らした投資先のパフォーマンスに基づき投資ユニバースを定義すること、または、
2. リサーチ、および時にはエンゲージメントの結果、投資先が国際規範に違反していることが判明した場合には、投資後にポートフォリオから除外すること。こうした規範には、国連グローバル・コンパクト原則、世界人権宣言、国際労働機関基準、国際連合腐敗防止条約およびOECD多国籍企業行動指針などがあります。 

	テーマ/サステナビリティをテーマとする投資
	サステナビリティに関連したテーマまたは資産に特化した投資（例：クリーンエネルギー、環境にやさしいテクノロジー、持続可能な農業）。

	ESG問題の統合（インテグレーション）
	投資運用会社が環境、社会およびガバナンス要因を従来型の財務分析に体系的かつ明確な形で組み入れること。

	これらの定義の詳細については、別途作成されている主な定義文書を参照してください。

	投資の意思決定プロセス
本報告フレームワークにおいては、投資の意思決定プロセスとは、投資の実行または保持の決定（即ち、証券を買うか、売るか、保有するか）、あるいは非上場のファンドまたはその他の資産への資金拠出の確約につながるリサーチ、分析およびその他のプロセスを意味します。 
（委任状による）議決権行使の決定およびエンゲージメント活動は、本報告フレームワークにおいては、投資決定には分類されません。これらの決定は積極的な保有に関するPRIの原則2に該当するものであり、本フレームワークの上場株式 – 積極的な保有（ＬＥＡ）モジュールで取り上げます。
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	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 02
	必須 
	コア評価 / 追加評価
	PRI 1  



	SAM 02
	指標

	SAM 02.1
	あなたの組織が外部運用会社の選定関連文書の大半カバーしているRI関連情報にはどのようなものがあるか以下の項目から選んで下さい。

	
	
	すべての資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4
	資産
クラス 5

	
	投資戦略およびESG目標が当該戦略にどのように関わっているか 
	
	
	
	
	
	

	
	ESG組み入れ要件 
	
	
	
	
	
	

	
	ESG報告要件 
	
	
	
	
	
	

	
	その他 _____ 
	
	
	
	
	
	

	
	選定関連文書にはRI情報を盛り込んではいない 
	
	
	
	
	
	

	SAM 02.2
	あなたの組織では、組織の投資戦略と運用会社の投資アプローチを一致させる投資運用会社の能力をどのように評価しているのかを説明してください。

	
	
	すべての資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4
	資産
クラス 5

	
	戦略 

	
	運用会社の投資戦略の対象期間を組織・受益者の要求と対比して評価する 
	
	
	
	
	
	

	
	投資ポリシーの質およびESG関連文献を評価する 
	
	
	
	
	
	

	
	投資アプローチを評価するとともに、投資プロセスにおいてESG目標をどのように導入・実施しているかを評価する
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社のRIに関する組織レベルのアプローチと商品レベルのアプローチを精査する
	
	
	
	
	
	

	
	使用するESG定義を評価する
	
	
	
	
	
	

	
	その他、具体的に＿＿
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	
	ESG担当者/監督 

	
	投資チームのESGに関する専門知識を評価する
	
	
	
	
	
	

	
	ESG導入・実施についての監督および責任を精査する
	
	
	
	
	
	

	
	ESGの導入をどのように実行に移しているか/どのようにして万全を図っているかを精査する
	
	
	
	
	
	

	
	RIの実施を強化するために、運用会社のRI推進努力と業界との関わりを精査する
	
	
	
	
	
	

	
	その他、具体的に＿＿
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	
	プロセス/ポートフォリオ組成/投資評価 

	
	使われているESGデータの質を保証するプロセスを精査する 
	
	
	
	
	
	

	
	投資意思決定プロセスにおけるESGデータの使用をを精査し、同意する
	
	
	
	
	
	

	
	ESG分析が投資判断に及ぼす影響を精査のうえ同意する
	
	
	
	
	
	

	
	ESG目標（リスク削減、リターン追求、現実への影響など）に同意する
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社のESGリスクフレームワークを精査のうえ同意する
	
	
	
	
	
	

	
	ポートフォリオ・レベル（ポートフォリオ組成）でのESGリスクの限界およびその他のESG目標を精査のうえ同意する
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社が、どのようにESG重要度を評価しているかを精査する
	
	
	
	
	
	

	
	ESGインシデントを定義し周知徹底するプロセスを精査する
	
	
	
	
	
	

	
	ESG報告の頻度と詳細を精査し同意する
	
	
	
	
	
	

	
	その他（具体的に記入してください）____ 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	SAM 02.3
	選定プロセスおよびそのESG・RI要因について記載してください

	
	 RfP、RfI、DDQ等に対するESG・RI要因に関する回答を精査する
 PRIのリミテッドパートナーによる責任投資デューデリジェンス質問書（LP　DDQ）に対する回答を精査する
 ESG・RIに関する公表されている情報を精査する
 ESG・RIに関するデータやプロセスの保証プロセスを精査する
 PRI 透明性報告書を精査する
 PRI 評価報告書の提出を要請し議論する
 候補となる運用会社とESG・RIに関するテーマについて会合を持つ
 候補となる運用会社のオフィスの査察
 その他; 具体的に記入してください ____

	SAM 02.4
	外部運用会社を選定する際に、あなたの組織では以下の項目のいずれかを設定もしくは使っていますか:

	
	
	すべての資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4 
	資産
クラス 5

	
	ESGのパフォーマンス開発目標
	
	
	
	
	
	

	
	ESG スコア 
	
	
	
	
	
	

	
	ESG ウェイト 
	
	
	
	
	
	

	
	実体経済目標
	
	
	
	
	
	

	
	その他のRI留意事項 ____ 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない 
	
	
	
	
	
	

	SAM 02.5
	精査され議論されたESG情報が選択意思決定プロセスにどのように影響するかを説明してください。[任意]

	
	



	SAM 02
	説明

	SAM 02
	この指標は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告と整合しています。
この指標では、組織が運用会社を選定する際に使用する主要なプロセス、および講じる措置等に関する情報を求めています（報告年度に運用会社を選定していない、または再指名していない場合であっても回答を記入して下さい）。これらのプロセスがごく一部のケースのみで行われている場合には、あらかじめ設定しているオプションのところでは回答しないでください。そうしたケースについては、この指標の最後にある補足情報欄で説明してください。
運用会社選定に関する直近の手引きについては、2018年3月のPRIによる『資産所有者の手引き：ESG知見による運用会社選定の強化　Asset owner guide: Enhancing manager selection with ESG insight』をご覧ください。
それらのリソースが役立つ場合もあります。
投資戦略の策定－資産所有者のためのプロセス・ガイダンスCrafting an investment strategy – a process guidance for asset owners
資産保有者である署名者がどのように外部運用会社の選定、指名およびモニタリングにESG課題を組み入れているかを示す事例については、2013年2月にPRIが発行している期待の一致（Aligning Expectations）:  資産保有者がESG要因を運用会社の選定、指定、モニタリングに取り入れるためのガイダンス（Guidance for asset owners on incorporating ESG factors into manager selection, appointment and monitoring） を参照してください。
ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』における分析リポートをご覧ください。

	SAM 02.1
	選定文書には、RFP、RFI、DDQに加え、その他のアンケート、選定調査、投資およびオペレーショナル・デューディリジェンス・プロセスなどがあります。
貴社が選定文書に投資戦略、その構成要素、投資信条または投資原則を含めている場合には、「投資戦略およびESG目標が当該戦略とどのように関わっているか」を選択してください。また、これには、組織の投資戦略がESG目標とどのようにリンクしているかについての説明を含みます。

	SAM 02.2
	「精査と同意」という言葉を含むオプションは、運用会社候補のアプローチの特定の側面を精査し、このアプローチが組織の信念、戦略、および政策と十分に一致していると結論付けることを指します。
運用会社の投資戦略の対象期間を組織・受益者の要求と対比して評価する　- これには、対象期間が組織のESG目標とどのようにマッチしているか、および投資運用会社のポートフォリオ回転率にどのように反映されているかといった評価が含まれます。
投資ポリシーの質を評価する - これは、ESG関連文献の精査、地域、商品、戦略および資産クラスに関してポリシーがカバーしている範囲および、ポリシーの変更がどのように反映されているかについての理解などを意味します。
運用会社のRIに関する組織レベルのアプローチと商品レベルのアプローチを精査する　-　これには、組織のトップレベルESG戦略が、運用会社が商品レベルでESGを実装する方法と一致することを保証することが含まれます。
使用するESG定義を評価する　–　これには、ESGについて理解している事項、およびESGの理解のために必要となる事項の範囲に関する説明も含まれます。
ESGの導入をどのように実行に移しているか/どのようにして万全を図っているかを精査する - これは、ESGに関する研修を保証することなどを意味します。
RIの実施を強化するために、運用会社のRI推進努力と業界との関わりを精査する　-　運用会社は、例えば、クライアント、コンサルタント、その他の利害関係者にRIの教育や研修を提供したりサポートしたりすることができます。RIを促進するためのイベントや会議で一般に講演し、RI研究などで学界を支援することなどができます。
投資判断プロセス（およびプロセスに使われているESGデータ）を精査のうえ同意する - ESGがどのように意思決定に組み込まれているかを理解する、ESG要因が投資判断に影響を及ぼした事例の提出を求めることなどが挙げられます。また、委員会、個人、アルゴリズムまたは別の当事者など、意思決定を行うのは誰かについて理解することも重要です。
投資チームのESGに関する専門知識を評価する - ESG専門チームやESGスペシャリストがいるかどうか、または、ESG業務が投資チーム全体にわたって組み込まれているかどうかを理解します。別途、ESGチームが設置されている場合には、- そのチームの所在地および当該チームがどのように残りの組織と協力して業務を進めているかを精査します。ESGに関する責任が各チームにわたって組み込まれている場合には - 各チームが十分なＥＳＧスキルおよびコンピテンシーを身に着けることができるよう万全を図るため、どのような研修および採用を行っているかを理解します。これには、例えば、マンデート、戦略またはマーケットにより、スキルやコンピテンシーが異なる場合には、それらについての説明も含みます。
ESG分析が投資判断に及ぼす影響を精査のうえ同意する - 投資プロセスの理解 - 投資運用会社はファンダメンタル分析、またはテーマ分析を使用しているか、また、プロセスが定性的、または定量的要因によって決定されるのか、これによりESGのマテリアリティをどのように特定しているかが決まります。
ESG目標（リスク削減、リターン追求、現実への影響など）に同意する-組織が優先するESG領域の特定や一定期間内で望まれる成果を特定し、 どのようにこれが運用会社の投資戦略、投資方針、投資プロセス、および業績レビューと結びついているかについて同意すること。 ESGの目標には、ESGのリスク削減、除外するもの、投資意思決定プロセスにおけるESGの考慮事項、その他の統合目標、特にESG関連の成果と現実への影響、排出削減などが含まれます。
運用会社のESGリスクフレームワークを精査のうえ同意する - マネージャーがESGリスクをどのように特定し、測定し、管理するかを理解する
ポートフォリオ・レベル（ポートフォリオ組成）でのESGリスクの限界およびその他のESG目標を精査のうえ同意するる - 投資運用会社がESGリターンとリスクをどのように見ているかを検証し、追加のESG目標があれば、当該ESGがポートフォリオのリスク-リターン・プロファイルに貢献しているか、どのような貢献をしているかを評価します。
投資方針：プロセスと実践– 資産所有者のためのガイドはこのリンクをご参照ください。

	SAM 02.3
	候補となる運用会社との会合には、ビデオ・カンファレンス、およびその他のマルティメディアを使った会議を含めることができます。
候補となる運用会社のオフィスの査察は、第三者を通じて、ならびに指名段階で行うことも含めることができます。
レビュー保証プロセスとは、運用会社が財務報告書またはその他の報告書を精査しているというす保証プロセスを指します。 このプロセスを精査することにより、理想的には、運用会社が組織に提示するデータと情報に自信が持てるようになります。
PRIのリミテッドパートナーによる責任投資デューデリジェンス質問書（LP　DDQ）はこのリンクをご参照ください。

	

	ロジック

	SAM 02
	この指標は、組織が 以下のように報告する（資産クラス）に適用されます:
· OO 11.2 において、(組織では、外部運用会社の選定、指名およびモニタリングにおいて、ESGの組み入れおよび積極的な保有（積極的な株主行動等）に取り組んでいる)と選択した場合
· OO 12.1において、組織が(外部運用会社を通じてRIを導入実施している)と(資産クラス)を選択した場合

	評価

	SAM 02
	最高スコア: 資産クラス毎に  18個
尚、SAM 02.2の最高スコアは  9つであり、その内、  6つがコア評価であり、残りの  3つが追加評価です。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	コア評価

	
	SAM 02.1

	
	「RFPにはRI情報を盛り込んではいない」
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	
	コア評価

	
	SAM 02.2 - 戦略

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	
	追加評価

	
	SAM 02.2 - ESG担当者/監督

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	
	コア評価

	
	SAM 02.2 - プロセス/ポートフォリオ組成/投資評価

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つまたは二つのオプションを選択
	
	

	
	三つまたは四つのオプションを選択
	
	

	
	五つ以上のオプションを選択
	
	

	
	コア評価

	
	SAM 02.3

	
	一つのオプションを選択
	
	「その他」は評価にカウントするオプションとして認められます。

	
	二つあるいは二つ以上のオプションを選択
	
	「その他」は評価にカウントするオプションとして認められます。

	
	合計二つ以上のオプションで、「最終候補となる運用会社と会合を持つ」または「候補となる運用会社のオフィスへの訪問」が選択されていなければなりません。
	
	「その他」は評価にカウントするオプションとして認められます。

	
	追加評価

	
	SAM 02.4

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	いずれかのオプションを選択
	
	





	定義

	ESG目標
	これには、行動規範、投資信条、戦略、ポリシー等の遵守; 投資制限; 統合（インテグレーション）実務; エンゲージメント; 議決権行使; 報告などがあります。

	投資戦略
	投資戦略とは、金融機関の投資決定の指針となる体系的な投資計画のことを言います。これには、資産配分、売買のガイドライン、ESGリスクなどのリスク・ガイドラインを含めることができます。また、これには、人間行動に留意しながら、金融市場がどのように機能するかに関する金融機関の重要な信念として理解されている投資信条を含めることができます。具体的は、投資プロセスに関する信念、組織の理念およびESG理念などがあります。

	実体経済目標
	投資が、財務収益に加えて環境、社会およびガバナンスに及ぼす影響を含め実体経済にどの程度のプラスまたはマイナスの影響を及ぼすか、を意味します。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 03
	必須 
	追加評価
	PRI 2



	SAM 03
	指標

	SAM 03.1
	あなたの組織では、通常、運用会社の大部分を対象として、各運用会社の積極的な保有実務（積極的な株主行動等）をどのように評価しているかを明示してください。 

	
	
	すべての
資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4
	資産
クラス 5

	
	エンゲージメント 

	
	運用会社のエンゲージメントポリシーを精査する 
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社のエンゲージメント・プロセスを精査する（その事例および結果） 
	
	
	
	
	
	

	
	エンゲージメント結果が投資の意思決定プロセスに必ずフィードバックされるよう万全を図る 
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社の選定プロセスにおけるその他のエンゲージメント課題; 具体的に記入してください___________ 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	
	（委任状による）議決権行使 

	
	運用会社の議決権行使ポリシーを精査する 
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	様々な所有権の枠内における運用会社の議決権行使能力について精査する
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	議決された決定内容についてクライアントに報告する運用会社のプロセスを精査する
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	議決権行使結果が投資の意思決定プロセスに必ずフィードバックされるよう万全を図る 
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	行使した議決権の数を投票用紙/年次株主総会、保有銘柄や入手可能な根拠の割合として精査する
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	組織の選定プロセスにおけるその他の議決権行使に関わる問題; 具体的に記載してください＿＿＿＿ 
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	
	上記のいずれでもない 
	
	
	該当しない
	該当しない
	該当しない
	該当しない

	SAM 03.2
	組織では、運用会社のエンゲージメント・アプローチが効果的であるかどうかについてどのように評価しているかを説明してください

	
	 投資判断に及ぼす影響
 企業 / 資産レベルへの影響
 ESGプロファイルまたはポートフォリオに及ぼす影響 
 企業活動における変化を示す証拠 (例：ESGポリシーおよび実行活動)
 その他（具体的に記載してください）＿＿＿＿
 上記のいずれでもない

	SAM 03.3
	組織では、運用会社の議決権行使アプローチが効果的/適切であるかどうかをどのように評価しているかを説明してください

	
	 投資判断に及ぼす影響
 ESGプロファイルまたはポートフォリオに及ぼす影響
 企業活動における変化を示す証拠 (例：ESGポリシーおよび実行活動)
 その他（具体的に記載してください）＿＿＿＿
 上記のいずれでもない

	SAM 03.4
	補足情報
[任意]

	
	




	SAM 03
	説明

	SAM 03
	この指標では、運用会社を選定する過程で、特にエンゲージメントおよび議決権行使実務に絞って、組織が設定している主なプロセスおよび講じる措置に関する情報を求めています。また、組織が運用会社に対していずれかの選択項目について報告を義務付けている場合には、ここでその内容を報告してください。
どのような状況においてエンゲージメントを行うのかという運用会社のエンゲージメント・プロセスを精査します。事例および成果の提出が必要です。エンゲージメントの成果がどのように投資の意思決定プロセスにフィードバックされているかを精査します。
PRIの投資戦略の策定 - 資産所有者のためのプロセスガイダンスCrafting an investment strategy – a process guidance for asset ownersは、資産所有者が運用会社の積極的な所有に関するプロセスを評価するための指導を提供しています。
ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』における分析リポートをご覧ください。



	ロジック

	SAM 03
	[OO 10.1]で、組織に代わってエンゲージメントを実施することもしくは議決権を行使することを外部運用会社に義務付けていると報告している場合に[SAM 03]が適用されます。 

	SAM 03.1
	この指標のエンゲージメントの部分は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式または債券のいずれかについて「運用会社にエンゲージメントを義務つけている」と報告されている場合に適用されます。
· 上場株式について上記が該当する場合には、SAM 03.1の表の上場株式の欄が適用されます。
· 債券（SSA）について上記が該当する場合には、SAM 03.1の表の債券（SSA）の欄が適用されます（その他の債券についても同様です）。
この指標の議決権行使の部分は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式または債券のいずれかについて「運用会社に（委任状による）議決権行使を義務つけている」と報告されている場合に適用されます。

	SAM 03.2
	この指標は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式または債券のいずれかについて「運用会社にエンゲージメントを義務つけている」と報告されている場合に適用されます。

	SAM 03.3
	この指標は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式について「運用会社に（委任状による）議決権行使を義務つけている」と報告されている場合に適用されます。

	評価

	SAM 03
	資産クラス毎に最高★12個（債券については最高★9つ）

	スコア・サブ指標
	SAM 03.1– あなたの組織では、通常、上場株式や債券の運用会社選定プロセスの大部分において、運用会社の積極的な保有実務をどのように評価しているかを明示してください。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	エンゲージメント

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	
	委任状による議決権行使（債券 -SSA、債券 - 社債（金融）、債券 - 社債（非金融）および債券 - 証券化、には適用されません）

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	スコア・サブ指標
	SAM 03.2 – 組織では、運用会社のエンゲージメント・アプローチが効果的であるかどうかをどのように評価しているかを説明してください

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	

	スコア・サブ指標
	SAM 03.3 – 組織では、運用会社の議決権行使アプローチが効果的/適切であるかどうかをどのように評価しているかを説明してください

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
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	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 04
	必須
	コア評価 / 追加評価
	PRI 1



	SAM 04
	指標

	SAM 04.1
	あなたの組織では、ほとんどのケースで、また、商品の仕組みが許す限り、運用会社の選定および・もしくは約定の一環として以下の項目のいずれかを行っているかどうかを明示してください。

	
	 標準的ベンチマークまたはESGベンチマークを設定している
 ESG目標および／またはESG関連の除外／制限を明示している 
 ESG目標にリンクしたインセンティブおよびコントロールを設定している
 これらESG目標についての報告を義務付けている
 運用会社にESGガイドライン、規制、原則または基準の遵守を義務付けている
 その他（具体的に記入してください）_(1)______
 その他（具体的に記入してください）_(2)______
 上記のいずれでもない

	SAM 04.2
	運用会社の指名において通常盛り込んでいる、ベンチマーク、目標、インセンティブ/コントロールおよび報告要件の事例を資産クラス別に記載してください。

	
	資産
クラス 
	ベンチ
マーク
	ESG目標
	インセンティブおよび
コントロール
	報告要件

	
	· すべて 
· SAM 03から適用
[ドロップダウン]

	 標準的ベンチマーク 
 ESGベンチマーク、具体的に記入ください 

	 ESG関連戦略、具体的に記入ください _______ 
 ESG関連投資制限、具体的に記入ください _______ 
 ESG統合（インテグレーション）、具体的に記入ください _______ 
 エンゲージメント、具体的に記入ください _______ 
 議決権行使、具体的に記入ください _______ 
 責任投資の奨励
 ESG特有の改善
 ESGガイドライン/規制、原則/基準、具体的に記入してください ____ 
 その他、具体的に記入してください ____ 
	 手数料ベースのインセンティブ 
違反の通知と救済
 契約解除 
 契約違反の場合の手数料不払い 

	 月一回 
 四半期毎
 半年に一回
 年一回  
 不定期/要求に応じて 



	
	[同上] 
	[同上]
	[同上]
	[同上]
	[同上]

	
	[同上] 
	[同上]
	[同上]
	[同上]
	[同上]

	SAM 04.3
	報告要件のいずれかが満たされない場合に、組織では、以下に記載するどの措置を講じることになるのかを示してください。 

	
	 満たされない要件について話し合いを行い、是正のためのプロジェクトプランを設定する。
 運用会社を「ウォッチリスト」に加える。
 不遵守の理由を追跡し調査する。
 手数料を交渉する。
 全ての措置を講じても是正されない場合には、運用会社との契約を解除する。
その他（具体的に記入してください）____
 要件が満たされない場合でも措置を講じることはない。

	SAM 04.4
	組織が設定している外部運用会社の指名プロセスに関連する追加情報を記載してください。
[任意]

	
	



	SAM 04
	説明

	SAM 04.1
	いずれの選択肢も関係ない場合、組織概要（OO）11.2への回答について再考してください。プール型ファンドに投資する場合、OO 11.5の指名またはコミットメント・プロセスの一部として期待を設定する他の仕組みについて記載することができます。これは、例えば、対話や関係構築を通して期待を非公式に設定する場合があります。


	SAM 04.2
	標準的ベンチマーク - 組織において、MSCI WORLD、MSCI ACWI、MSCI エマージング・マーケッツ、SP500、FTSE100、DAX、EuroStoxx600、Nikkei225、Topix、Iboxx、およびバークレイズ・コンポジット・ボンド・インデックス、といった主要な指数連動型商品に照らしたベンチマークを設定している場合には、このオプションを選択してください。絶対収益投資家の場合には、ベンチマークは、Libor + 300Bps、5%、8% またはその他のハードルレートとなる場合もあります。複数の指数の組み合わせもこのカテゴリに該当します。
ESGベンチマーク - 組織において、銘柄選定または重み付けにおいてESG課題を考慮した指数を使ってESGベンチマークを設定している場合には、このオプションを選択してください。具体例には、ESG指数のMSCIレンジ、FTSE/RUSSEL ESGインデックス・レンジ、DOW JONES/Robecco SAMサスティナブル・レンジなどがあります。
ESG目標は通常、個別マンデートでは投資運用契約書（IMA）、プライベートエクイティ型プールファンドではGP/LP契約書、またその他のケースではサイドレターの一部となっています。これにより、追加のESG要件（特にプライベートエクイティに関係するESG関連の除外／制限を含みます）について、資産保有者と運用会社間で契約上拘束力を持たせることができます。  
ESG目標: 戦略 - これには、行動規範、組織の投資戦略、投資ポリシーならびに投資信条ステートメント、および類似の戦略/ガバナンス文書を遵守するという目標も含まれます。
ESG特有の改善 - 運用会社がRIの方針を策定し、ESG訓練をすることなどを目的するという目標も含まれます。
インセンティブとコントロール：手数料ベースのインセンティブ - 組織が運用会社のESGパフォーマンスに基づき、ポジティブ・インセンティブ（手数料の割増）またはネガティブ・インセンティブ（標準的手数料の割引）を設定している場合には、このオプションを選択してください。
契約解除 - ESG目標が達成されない場合には、投資運用会社との契約を解除する、または、プライベートエクイティに係るコミットメントに拘束されない（投資から撤退する）場合には、このオプションを選択してください。 
違反の通知と救済 - 契約違反/契約違反の発生を伝え、違反を救済する措置を確立します。
契約違反の場合の手数料不払い - ESG目標を達成できない場合、「手数料を支払わない、支払い済みの手数料を回収する、または、運用会社との契約を解除する」場合には、このオプションを選択してください。 
ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』おける分析リポートをご覧ください。
プライベートエクイティの指名に関する手引きについては、『責任投資要件のプライベートエクイティ・ファンド条件への組み込みIncorporating responsible investment requirements into private equity fund terms』をご覧ください。

	ロジック

	SAM 04
	SAM 04.2で示される資産クラスは、OO SAM 01.1またはOO 11.2に報告される資産クラスによって影響を受けます。
OO 11.2における関連する外部資産クラスの「指名」を報告すると、[SAM 04] が適用されます。
SAM 04.1でオプション（「その他、具体的に記入してください」を除きます）のいずれかを選択すると[SAM 04.2] が適用されます。


	評価

	SAM 04
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	コア評価

	
	SAM 04.1

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	「その他」は評価にカウントするオプションとして認められます。

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つまたは四つのオプションを選択
	
	

	
	SAM 04.2

	
	事例は記載していない
	
	

	
	事例を記載している
	
	

	
	追加評価

	
	SAM 04.3

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つ以上のオプションを選択
	
	



	事例

	資産クラス
	ベンチマーク
	目的
	インセンティブおよび
コントロール
	報告要件

	· 不動産
	 標準的ベンチマーク、「Libor + 6%」と記入 
	 統合、「建物のエネルギー効率を5%向上させる」と明示
	 手数料ベースのインセンティブ
	 年一回
 

	· 上場株式
	 ESGベンチマーク、「MSCI World ESG」と明示
	 議決権行使、「資産保有者が、全てのコーポレートアクションの権利を保持しており、ESGポリシーに従って、各種議題について議決権を行使している。資産保有者からの指示の代わりに、運用会社が資産保有者の議決権行使ポリシーに従って、議決権を行使することになっている」と明示
 エンゲージメント、「資産保有者が、投資ポートフォリオを構成するいかなる会社とも直接エンゲージメントを行う権利を保持しており、運用会社では、意思疎通の促進を図ることが求められている。」と明示

	 契約解除

	 四半期毎
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	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 05
	必須 
	コア評価
	PRI 1



	SAM 05
	指標

	SAM 05.1
	運用会社のモニタリングを行う際、あなたの組織では、、以下に記載している責任投資情報の内、主としてどの種類の情報を取得のうえ精査および評価を行っているかを明示してください

	
	
	すべての資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4
	資産
クラス 5

	
	投資戦略とリンクしたESG目標 （事例を付してください）
	
	
	
	
	
	

	
	ESGの実施戦略がポートフォリオ/ファンドの投資判断および財務/ ESGパフォーマンスにどのように影響したかの証拠
	
	
	
	
	
	

	
	投資制限への遵守および意見が分かれている投資判断 
	
	
	
	
	
	

	
	ESGポートフォリオ特性 
	
	
	
	
	
	

	
	運用会社が、モニター対象期間において、どのようにESG重要度を評価しているか
	
	
	
	
	
	

	
	ESG関連の出来事があればそれに関する情報
	
	
	
	
	
	

	
	実体経済が投資に及ぼす影響に関する評価基準
	
	
	
	
	
	

	
	PRI 報告書
	
	
	
	
	
	

	
	PRI評価報告書 
	
	
	
	
	
	

	
	RIの奨励と産業へのエンゲージメントによるRIの実施
	
	
	
	
	
	

	
	ESG実施の監督および責任の変更
	
	
	
	
	
	

	
	投資運用契約におけるその他の一般的なRIの検討事項; 具体的に記入してください_______
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない

	SAM 05.2
	外部運用会社をモニタリングする際に、組織では、遵守状況/進捗度を測定するために、以下の項目のいずれかを設定していますか:

	
	ESG スコアもしくは評価
	
	
	
	
	
	

	
	ESG ウェイト 
	
	
	
	
	
	

	
	ESG実績の最低必要基準
	
	
	
	
	
	

	
	実体経済目標
	
	
	
	
	
	

	
	その他のRI留意事項 ____ 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	SAM 05.3
	組織が設定している外部運用会社のモニタリングプロセスに関連する追加情報を記載してください。
[任意]

	
	





	SAM 05
	説明

	SAM 05
	指標[SAM 5.2]は、機関投資家のためのOECD責任あるビジネス行動勧告と整合しています。
ESGスコアおよび重み付け（ウェイト）は、定量的なものである必要はありません; これらは、一定の保証要件または最低基準の遵守などでも構いません。ESGウェイトは例えば運用会社のモニタリングに当た利、使うESG実績の最低基準や標準、および何らかの措置を取るきっかけとなる出来事を含むことができます。
運用会社が提供する報告にばらつきがあること、およびこうしたばらつきが発生する理由について説明されたい場合は、記載してください。（例えば、そのばらつきは契約上の義務の違いを反映したものか、それとも資産クラスの機能、または行っている投資の種類によるものか?） 
投資戦略とリンクしたESG目標 - 行動規範、組織の投資戦略、投資ポリシーや投資信条ステートメント、および類似の戦略/ガバナンス文書を遵守するために設定される目標です。
投資制限および意見が分かれている投資判断 - これは、投資運用会社が合意されていない考え方で投資を行ったり、投資をやめたりしていないかをチェックするという意味です。
ESGポートフォリオ特性 - これには、どのような企業がポートフォリオに含まれているか、それらのESGスコアはどうなっているか、ポートフォリオのESG構成が前回の報告期間からどのように変化しているか等の精査などがあります。また、これには、モニタリング対象期間における回転率の事例の精査も含まれます。
ESG関連の出来事があればそれに関する情報 - これには、ESG問題により、以前購入した株式を売却した事例などが含まれます。
実体経済が投資に及ぼす影響に関する評価基準 - これには、例えば、建物のポートフォリオのエネルギー効率などが挙げられます。
組織が、外部運用会社に炭素ポートフォリオのモニタリングを行うよう義務付けている場合には、是非、「補足情報」フィールドに記載して下さい。
ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』おける分析リポートをご覧ください。
LPがそのGPおよびプライベートエクイティ投資のESG特徴をどのようにモニタリングできるかの詳細については、PRI指針文書『プライベートエクイティのESG モニタリング、報告および対話　ESG monitoring, reporting and dialogue in private equity』をご覧ください。

	SAM 05.3
	モニタリング手法の種類について、ここで記載することが奨励されます。
LPはここで、例外ベースの報告、LPACおよび年次投資家会合（AIM）の利用、モニタリング・テンプレートの利用、GPの評価・スコアリング、PRI報告フレームワークの利用、ESG事故のモニタリング、GPの内部ESG/CSR管理および取り組みの見直しなど、主なモニタリング活動とその頻度について報告することができます。モニタリング手法の詳細については、PRI指針文書『プライベートエクイティのESG モニタリング、報告および対話　ESG monitoring, reporting and dialogue in private equity』をご覧ください。

	ロジック

	SAM 05
	OO 11.2で該当する外部資産クラスの「モニタリング」を報告する場合、[SAM 05]が適用されます。

	評価

	SAM 05
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	コア評価

	
	SAM 05.1

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つまたは二つのオプションを選択
	
	「PRI透明性報告書」および「PRI評価報告書」の両方を選択している場合には、（二つではなく）一つのオプションを選択したとみなされます。

	
	三つまたは四つのオプションを選択
	
	

	
	五つ以上のオプションを選択
	
	

	
	追加評価

	
	SAM 05.2

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つのオプションを選択
	
	





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 06
	必須 
	追加評価
	PRI 1



	SAM 06
	指標

	SAM 06.1
	運用会社をモニタリングする際、あなたの組織では、会合/電話会議等において、以下に記載している積極的な保有に関する情報の内、主として、どの種類の情報を投資運用会社から取得のうえ精査および評価を行っているかを明示してください

	
	
	すべての資産
	資産
クラス 1
	資産
クラス 2
	資産
クラス 3
	資産
クラス 4
	資産
クラス 5

	
	エンゲージメント 

	
	実施しているエンゲージメント活動に関する報告（メトリック、テーマ、問題、セクターなどを含む要約）
	
	
	
	
	
	

	
	エンゲージメントがESGに及ぼす影響についての報告（成果、目的達成状況を事例を示してください）
	
	
	
	
	
	

	
	最初の失敗した対話の後に行われたエスカレーション戦略に関する情報
	
	
	
	
	
	

	
	最終的に社内で行われたエンゲージメントプログラムとの調整
	
	
	
	
	
	

	
	エンゲージメント活動の投資判断への影響に関する情報
	
	
	
	
	
	

	
	投資運用契約に盛り込まれているエンゲージメントに関連するその他のRI留意事項; 具体的に記入してください_______ 
	
	
	
	
	
	

	
	上記のいずれでもない
	
	
	
	
	
	

	
	（委任状による）議決権行使 

	
	実施した議決権行使に関する報告（成果および事例） 
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない

	
	議決された決定内容の根拠に関する報告
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない

	
	同意された議決権行使方針の遵守に関する報告
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない

	
	投資運用契約における（委任状による）議決権行使に関するその他のRIの留意事項; 具体的に記入してください_______ 
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない

	
	上記のいずれでもない
	
	
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない
	該当
しない




	SAM 06
	説明

	
	この指標の目的は、運用会社の積極的な所有実務およびプロセスの影響度を測定するために、組織がそれらをどのようにモニタリングしているかを捕捉することにあります。
上場株式については、これは、運用会社がどのような状況においてエンゲージメントを行うのかを説明する運用会社のエンゲージメント・プロセスの精査、その事例および成果の内容についての報告の要請、エンゲージメントの成果が投資の意思決定プロセスにどのようにフィードバックされているかの精査などを意味する場合があります。
エンゲージメント活動のモニタリングは、最初の失敗した対話（すなわち、決議の提出、経営者に対する投票の通知、公開声明の発行、投資/売却の削減または訴訟を検討するなど）の場合、エスカレーション戦略について運用会社と話し合うことを含みます。
運用会社の（委任状による）議決権行使を精査する際には、同意した議決権ポリシーに従って投票決定が行われたことを監視し、遵守が不十分な状況を評価することを含みます。
組織が（LEAモジュールで報告しているように）社内でいくつかのエンゲージメント活動を実施している場合、モニタリングプロセスには運用会社の目的とエンゲージメント実施の結果を社内エンゲージメント活動と整合させることが含まれます。

	ロジック

	SAM 06
	 [OO 10.1]で、組織に代わって議決権を行使することを外部運用会社に義務付けていると報告している場合に、[SAM 06]が適用されます。 

	SAM 06.1
	この指標のエンゲージメントに該当する部分は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式または債券のいずれかについて「運用会社にエンゲージメントを義務つけている」と報告されている場合に適用されます。
· 上場株式について上記が該当する場合には、SAM 03.1の表の上場株式の欄が適用されます。
· 債券（SSA）について上記が該当する場合には、SAM 03.1の表の債券（SSA）の欄が適用されます（その他の債券についても同様です）。
この指標の議決権行使に該当する部分は、組織概要モジュールOO 10.1で、上場株式または債券のいずれかについて「運用会社に（委任状による）議決権行使を義務つけている」と報告されている場合に適用されます。
「実施した議決権行使に関する報告（成果および事例）」を報告するとSAM 07.1が適用されます。

	評価

	SAM 06
	資産クラス毎に最高  6つ

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	エンゲージメント

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つのオプションを選択
	
	

	
	委任状による議決権行使（債券 -SSA、債券 - 社債（金融）、債券 - 社債（非金融）および債券 - 証券化、には適用されません）

	
	「上記のいずれでもない」を選択
	
	

	
	一つのオプションを選択
	
	

	
	二つのオプションを選択
	
	

	
	三つのオプションを選択
	
	




	[bookmark: _Hlk500429105]

	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 07
	必須 
	追加評価
	PRI 2



	SAM 07
	指標

	SAM 07.1
	外部運用会社に（委任状による）議決権行使の裁量を与えている上場株式について、報告年度に委任状により投票したおおよその割合（+/- 5%）を記載してください。

	
	行使した議決権（5%単位） 
	この割合を計算した根拠を説明してください。 

	
	[image: ]% 
	 総議決案件数のうち、指示を出すことができた案件数の割合 
 総会の合計回数のうち、議決権を行使できた総会の割合 
 保有する上場株式の総額のうち、議決権を行使できた割合（金額ベース） 

	
	 この情報を収集していない

	SAM 07.2
	指標のステータス
	目的
	原則

	
	自主開示
	説明
	PRI 2

	
	組織の代わりに外部運用会社にエンゲージメントに関して裁量を与えている上場株式について、報告年度にエンゲージメントをしたおおよその割合（+/-5%）を記載してください。

	
	エンゲージメントを行った会社数　　　　　　　　　
	[image: ]

	
	割合 (5%単位)
	[image: ]

	SAM 07.3
	補足情報 
[任意]

	
	









	SAM 07
	説明

	SAM 07
	議決権行使とエンゲージメントの割合を計算する際は、外部運用会社に議決権行使およびエンゲージメントの裁量を与えている保有株式のみを含めてください。

	SAM 07.3
	報告内容のばらつき
投資運用会社が行う報告内容のばらつき、およびそうしたばらつきが発生する理由について説明を望まれる場合は、記入してください。　
運用会社が議決権を行使しないことを選択する理由:
運用会社が議決権を行使しないことを選択する様々な理由について説明を望まれる場合、例えば;　 
· 特定の種類の資産またはファンドには議決権を行使しないという戦略的決定
· 業務上または時間的な制約 
· 株式凍結 
· 利益相反 
· 事務的な不備（例:委任状要件）
· 議決行使に係る手数料
· 地理的な制約（例：遠隔地の市場）
· 情報が不十分である
· 全体的なコスト効率

	ロジック

	SAM 07
	[SAM 06]で、「組織に代わって議決権を行使した」もしくは「エンゲージメントの報告をした」と報告した場合には、[SAM 07]が適用されます。 
[SAM 06.1]で、「実施した議決権行使に関する報告（成果および事例）」と報告した場合には、[SAM 07.1]]が適用されます。 
[SAM 06.1]で、「実施しているエンゲージメント活動に関する報告（メトリック、テーマ、問題、セクターなどを含む要約）」と報告した場合には、[SAM 07.2]]が適用されます。 


	評価

	 SAM 07.1
	最高スコア: 資産クラス毎に  3つ

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「この情報を収集していない」を選択、または、「10%未満」と回答
	
	

	
	10% から 80% と回答
	
	

	
	80% から 95% と回答
	
	

	
	95%超と回答 
	
	






	セクション

	[bookmark: _Toc26892612]成果および結果



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 08
	報告義務
自主開示
	説明
	PRI 1 



	SAM 08
	指標

	SAM 08.1
	組織では、RIに関するベストプラクティスが保有資産の運用に確実に適用されるようどのようにして万全を図っているその内容を説明してください

	
	
	方策　 

	
	 既存の投資運用会社に対し、RIプラクティスの改善を働き掛ける
	[フリーテキスト]

	
	 より優れたRIプラクティスを実行している投資運用会社に資産を移す
	[フリーテキスト]

	
	 その他、具体的に記載してください ＿＿＿＿
	[フリーテキスト]

	
	 上記のいずれでもない

	SAM 08.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	SAM 08
	説明

	SAM 08
	ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、データ・ポータルとPRIウェブサイトの『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』おける分析リポートをご覧ください。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SAM 09
	必須 
	追加評価
	PRI 1,6



	SAM 09
	指標

	SAM 09.1
	報告年度において、運用会社の選定、指名やモニタリングプロセスの過程で、ESG問題がどのように対処されているかを示す事例を挙げてください。

	
	トピックまたは問題 
	実行者 
	資産クラス 
	対象範囲およびプロセス 
	結果 

	
	
	· 組織内のスタッフ 
· 投資コンサルタント 
[ドロップダウン]
	· すべて
· SAM 03から適用
[ドロップダウン]

	
	

	
	
	[同上]
	[同上]
	
	

	
	
	[同上]
	[同上]
	
	

	
	
	[同上]
	[同上]
	
	

	
	
	[同上]
	[同上]
	
	

	
	 事例を提供することはできない

	SAM 09.2
	補足情報
[任意]

	
	



	SAM 09
	説明


	SAM 09.1
	投資運用会社の名称や詳細を記載する必要はありません。現行報告年度における事例を挙げていただくことが理想ですが、ESG問題が運用会社の選定、指名やモニタリングプロセスにどのような影響を及ぼしているかについて偏りのない見解を提示したい場合、または組織のアプローチの具体的な特性に焦点を当てたい場合には、是非、過年度の例を報告してください。 

	ロジック

	SAM 09.1
	SAM 09.1の行に表示される資産クラスは、OO SAM 01.1またはOO 11.2で報告した資産クラスの影響を受けます

	評価

	SAM 09.1
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	事例は記載していない
	
	

	
	事例を記載している
	
	



	事例

	トピックまたは問題
	実行者
	資産クラス
	対象範囲およびプロセス
	結果

	マイニング
	組織内のスタッフ
	プライベートエクイティ
	プライベートエクイティのマイニングを行う投資の専門家を選択する際のデューデリジェンスにおいて、GPのESGプロセスが保健・安全に対処していないことがわかりました。組織では、この問題に対応するポリシーおよび基準を策定するようGPに要請しました。GPではこの要請を拒絶しました。 
	従い、組織では、当該ファンドには投資を行わないことを決定しました。

	人権
	組織内のスタッフ
	不動産
	ファンドの運用会社では、不動産開発のために移転する必要があるコミュニティの人々の権利に適切に対処するための一定のポリシーを設定していませんでした。組織では、この問題についてしかるべきポリシーを策定するよう運用会社に要請しました。
	運用会社はポリシーを策定し、その結果、組織はそのファンドに投資することができました。
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